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ＢＭＺインソールはスポーツ選手のパフォーマンスを向上させるだけではなく、一般の方のバランス

能力の向上や改善、それに伴う転倒予防にも有効であると思います。 

 現在、足底筋膜炎の患者様を対象にＢＭＺインソールの効果を検証しておりますが、長年続いていた

足底部痛や踵部痛が軽減し、歩行時や走行時の疼痛が軽減するという経験が得られてきております。足

底筋膜炎では、下腿三頭筋の柔軟性が低下し、踵骨が後方に引かれることで足底筋膜へストレスがかか

り、また同時に足のアーチが崩れていくことでさらに足底筋膜へのストレスが増大すると考えられてい

ますが、ＢＭＺインソールを使用することで、外側縦アーチを修正し足底筋膜へのストレスを軽減させ

ていくものと考えられます。また外側縦アーチを修正することで後方に引かれていた踵骨の位置をも修

正することが可能となるものと考えられます。 

 ひとの身体は常に姿勢の影響を受け、頸椎や腰椎の疾患は異常姿勢（円背・猫背など）に伴い発症リ

スクを高めていきますが、ＢＭＺインソールにはこの異常姿勢の修正にも効果的である可能性が考えら

れます。私がＢＭＺインソールを装着した印象は、骨盤が前傾し脊椎の前弯が強調されるといったもの

でした。このことは今後検証していく必要があると思っておりますが、腰椎椎間板ヘルニアなど腰椎疾

患が、腰椎後弯が発症要因のひとつであると考えられておりますので、ＢＭＺインソールにより姿勢の

修正が可能であると、腰痛などの予防にもつながると思われます。 


